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「菜の花エコプロジェクト」の一環で作付けされている菜の花畑（加治町）
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菜の花、真っ盛り。
寒風に吹かれながらも、さんさんと降り注ぐ日の光を浴びて、満開に咲き誇る小さな花。
田原市内では、菜の花が見ごろを迎えています。一面に広がる花々に囲まれて、春の
足音を感じてみませんか。「渥美半島菜の花まつり」は３月３１日（火）まで開催中です。
※メイン会場「伊良湖菜の花ガーデン」のイベント情報を１８頁に掲載しています。
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『
滝
頭
の
春
景
色
』

花
井
　
岳
晴
（
伊
川
津
町
）

　渥美半島の四季（花・海・太陽・月）をテーマに昨年募集した「平成
26年渥美半島フォトコンテスト」の入賞作品が、2月13日（金）に行
われた審査会において決定しました。ここでは、応募総数224点
の中から選ばれた上位９作品と全入賞者をご紹介します。《敬称略》

◎入賞作品展示

▶渥美半島観光ビューロー☎23局3516

場所 期間
田原文化会館 3月11日（水）まで
サンテパルクたはら 3月11日（水）～31日（火）

田原市長賞

平成26年渥美半島
フォトコンテスト

入賞作品決定!!

◦
田
原
市
議
会
議
長
賞
　

　
白
倉
　
正
彦（
豊
川
市
）

◦
田
原
市
商
工
会
長
賞

　
長
坂
　
幸
久（
や
ぐ
ま
台
）

◦
渥
美
商
工
会
長
賞

　
近
藤
　
吉
貢（
若
見
町
）

◦
愛
知
み
な
み
農
業
協
同
組
合
長
賞

　
尾
島
　
章
廣（
神
戸
町
）

◦
田
原
区
長
賞

　
小
野
田
　
博
志（
豊
橋
市
）

◦
豊
橋
鉄
道（
株
）賞

　

仲
根
　
英
之（
豊
橋
市
）

◦
崋
山
会
賞

　

中
村
　
和
彦（
南
神
戸
町
）

◦
田
原
凧
保
存
会
長
賞

　
森
本
　
義
弘（
豊
橋
市
）

◦
伊
良
湖
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
賞

　
中
村
　
日
奈
子（
南
神
戸
町
）

◦
伊
良
湖
シ
ー
パ
ー
ク
＆
ス
パ
賞
　

　
三
野
輪
　
義
弘（
豊
橋
市
）

◦
中
日
新
聞
社
賞

　
水
野
　
喜
作（
豊
橋
市
）

◦
東
海
日
日
新
聞
社
賞

　
天
野
　
修（
高
浜
市
）

◦
東
愛
知
新
聞
社
賞

　
黒
宮
　
澄（
田
原
町
）

　
田
原
市
観
光
写
真

　
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
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渥美半島観光ビューロー会長賞

海▶

『
星
と
海
と
』

河
内
　
聡
（
知
立
市
）

花▶

『
菊
花
大
会
』

菅
沼
　
芳
之
（
神
戸
町
）

月▶

『
月
夜
の
伊
良
湖
水
道
』

冨
野
　
光
雄
（
浜
松
市
）

太
陽▶

『
初
日
の
出
』

近
藤
　
吉
貢
（
若
見
町
）

海▶

『
春
の
磯
ワ
カ
メ
採
り
』

小
林
　
雄
一
（
新
城
市
）

花▶

『
白
浜
に
映
え
る
』

神
谷
　
照
文
（
豊
橋
市
）

渥美半島観光ビューロー賞

月▶

『
月
光
の
中
』

中
村
　
和
彦
（
南
神
戸
町
）

太
陽▶

『
夕
闇
せ
ま
る
伊
良
湖
水
道
』

大
木
　
一
男
（
豊
川
市
）
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東
三
河
８
市
町
村
（
豊
橋

市
、豊
川
市
、蒲
郡

市
、新
城
市
、田
原
市
、設
楽
町
、東
栄
町
、

豊
根
村
）で
構
成
さ
れ
る「
東
三
河
広
域
連

合
」が
、１
月
30
日（
金
）に
愛
知
県
知
事
か

ら
許
可
を
受
け
発
足
し
ま
し
た
。「
東
三
河

は
ひ
と
つ
」を
合
言
葉
に
、将
来
に
わ
た
る

持
続
的
な
発
展
に
向
け
、東
三
河
８
市
町

村
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

▪
広
域
連
合
長
に
豊
橋
市
長

　

東
三
河
広
域
連
合
長
選
挙
が
、１
月
30

日（
金
）に
東
三
河
広
域
連
合
の
事
務
所
で

行
わ
れ
、佐
原
光
一
豊
橋
市
長
が
初
代
広

域
連
合
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、田
原
市
長
は
じ
め
７
市
町
村
長

が
副
広
域
連
合
長
に
決
ま
り
ま
し
た
。

▼
東
三
河
広
域
連
合
総
務
部
総
務
課

（
豊
橋
市
八
町
通
二
丁
目
16
番
地　

職
員

会
館
４
階
）

☎（
０
５
３
２
）35
局
６
０
０
０

http://w
w

w
.east-m

ikaw
a.jp/

▼
政
策
推
進
課
☎
23
局
３
５
０
７

日
、々生
活
す
る
中
で
、ほ
ん
の

ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。市
内
で
は
、近
く
の
方

に
お
手
伝
い
し
て
も
ら
い
、そ
の
お
礼
と

し
て
地
域
通
貨【
菜さ
い

】を
渡
す「
生
活
さ
さ

え
あ
い
ネ
ッ
ト
」が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
年
10
月
１
日
か
ら
、野
田
校

区
、清
田
・
福
江
校
区
が
先
行
地
域
と
し

て
、こ
の
取
り
組
み
を
開
始
。お
手
伝
い
を

必
要
と
す
る
人
、お
手
伝
い
が
で
き
る
人
、

地
域
通
貨
の
利
用
が
で
き
る
店
舗
の
登
録

が
着
々
と
増
え
て
お
り
、「
お
互
い
様
」の

気
持
ち
で
、み
ん
な
が
一
緒
に
地
域
を
支

え
る
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

▪
登
録
を
受
付
中

◦
困
り
ご
と
の
あ
る
方（
支
援
依
頼
者
）

◦
お
手
伝
い
で
き
る
方（
サ
ポ
ー
タ
ー
）　

◦
地
域
通
貨「
菜
」が
使
え
る
お
店
・
事
業

所（
協
力
店
舗
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。先
行
地
域
以
外
の

方
で
も
登
録
可
能
で
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
野
田
小
児
童
が
サ
ポ
ー
タ
ー
体
験

　

野
田
小
学

校
の
６
年
生

が
、校
区
内

の
お
年
寄
り

を
手
助
け
す

る
サ
ポ
ー
タ

ー
体
験
を
し

ま
し
た
。

　

受
け
取
っ

た「
菜
」は
、市
民
館
の
協
力
に
よ
り
、校
区

行
事
で
使
う
予
定
で
す
。

▼
地
域
福
祉
課
☎
23
局
３
５
１
２

▼
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
総
務
課（
生

活
さ
さ
え
あ
い
ネ
ッ
ト
事
務
局
）

☎
23
局
０
６
１
０

市政の話題

1
W

ide A
rea U

n
ion

東
三
河
は
ひ
と
つ

東
三
河
広
域
連
合
が
設
立

▲東三河8市町村長（1月３０日の除幕式）

C
om

m
unity C

urrency

「
お
互
い
様
」で
地
域
を
支
え
る

田
原
市
生
活
さ
さ
え
あ
い
ネ
ッ
ト

2

▲草取りのお手伝いをした野田小児童

■地域通貨「菜」の流れ
協力店舗

サポーター支援して欲しい人

事務局
（田原市社会福祉
協議会）

地域通貨「菜
さい

」
を販売

お手伝いのお礼と
して「菜」を渡す

「菜」で買い物
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広告を掲載しませんか？
「広報たはら」「田原市ホームページ」

①広報たはら
❖掲載期間＝平成 27 年５月１日号～ 10 月１日号（毎月１日号・全６回）
❖掲載位置＝「おしらせ」コーナー下段
❖募集枠数＝４枠（たて 55mm ×よこ85mm／カラー）
❖掲  載  料＝６万1680 円（１万 280 円／回、全６回分）
❖参考情報＝毎月約２万部発行／市内全世帯配布（自治会経由）
❖募集期間＝３月 25 日（水）まで　※必着

②田原市ホームページ
❖掲載期間＝１月単位（月初め～月末）／ 12 月まで連続可
❖掲載位置＝トップページ下段および右側枠（ランダム表示）
❖募集枠数＝最大６枠（たて 60pixel ×よこ170pixel ／カラー）
❖掲  載  料＝ 1 万280 円（月額）
❖参考情報＝月間約 1 万 8000 アクセス／平成 27 年度内にリニューアル予定
❖募集期間＝随時（掲載開始希望日の 30 日前まで）

申込方法
広報秘書課で配布する申込書に必要書類を添えて直接または郵送にて／要綱・要領・申
込書は市ホームページからダウンロード可

▼広報秘書課☎ 22 局 0138 〒 441-3492（住所不要）　 koho@city.tahara.aichi.jp

田
原
市
へ
の
企
業
立
地
を
推
進

す
る
た
め
、「
平
成
26
年
度

田
原
市
企
業
誘
致
懇
談
会
」を
、２
月
12
日

（
木
）に
東
京
第
一
ホ
テ
ル
錦（
名
古
屋
市
）

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

主
催
は
田
原
市
で
、田
原
市
商
工
会
の

共
催
、愛
知
県
・
東
三
河
５
市
企
業
誘
致
推

進
連
絡
会
議
の
協
力
を
得
て
、今
回
が
11

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

懇
談
会
に
は
、国
内
の
製
造
業
や
物
流

企
業
関
係
者
な
ど
51
社（
約
80
名
）が
出

席
。鈴
木
克
幸
田
原
市
長
か
ら
、田
原
市
の

魅
力
や
潜
在
的
な
力
を
は
じ
め
、自
然
災

害
の
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
た
企
業
分
譲
地

の
特
徴
や
優
位
性
を
具
体
的
に
説
明
。次

世
代
自
動
車
産
業
に
対
す
る
誘
致
の
方
向

性
に
も
触
れ
、出
席
者
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、（
独
）産
業
技
術
総
合
研
究
所
メ

タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ド
研
究
セ
ン
タ
ー
の
成

田
英
夫
セ
ン
タ
ー
長
か
ら「
海
洋
産
出
試

験
結
果
解
析
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組

み
」と
題
し
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
る

メ
タ
ン

ハ
イ
ド

レ
ー
ド

に
つ
い

て
、
渥

美
半
島

沖
で
行

わ
れ
た

海
洋
産

出
試
験

の
結
果

や
国
内

に
お
け

る
資
源
開
発
の
状
況
、商
業
化
が
も
た
ら

す
、さ
ま
ざ
ま
な
波
及
効
果
な
ど
、分
か
り

や
す
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

田
原
市
は
、風
力
・
太
陽
光
な
ど
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
集
積
地
と
し
て
国
内
最

大
規
模
を
誇
り
、全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
が
、さ
ら
に
、新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
供
給
源
と
し
て
も
魅
力
あ
る
地
域
で
あ

る
こ
と
も
、出
席
者
か
ら
関
心
を
集
め
て

い
ま
し
た
。

▼
企
業
立
地
推
進
室
☎
23
局
３
５
４
９

市政の話題

Attraction of Enterprises

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で

企
業
誘
致
懇
談
会
を
開
催

3

▲田原市の魅力についてアピールする鈴木市長
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「
救
急
救
命
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
」
が
公
布
さ
れ
、
救
急
救

命
士
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
処
置
の
範
囲

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
田
原
市
消
防
本
部
で

も
、
平
成
27
年
度
か
ら
運
用
を
開
始
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

拡
大
さ
れ
る
救
急
救
命
処
置
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▪
心
肺
停
止
前
の
静
脈
路
確
保
と
輸
液

　

血
圧
が
低
下
し
て
、
心
臓
が
止
ま
る
危

険
性
が
あ
る
シ
ョ
ッ
ク
状
態
の
人
や
、
長

時
間
に
わ
た
り
狭
い
場
所
や
機
械
な
ど
に

挟
ま
れ
た
人
に
対
し
て
点
滴
を
行
い
ま

す
。

❖
期
待
さ
れ
る
効
果

　

血
圧
低
下
を
防
ぎ
、
シ
ョ
ッ
ク
状
態
の

進
行
を
和
ら
げ
る
こ
と
や
、
身
体
を
長
時

間
挟
ま
れ
た
場
合
に
起
こ
り
得
る
「
ク

ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群
」
の
予
防
が
期
待
で
き

ま
す
。

▪
血
糖
測
定
と
低
血
糖
発
作
症
例
へ
の
ブ

　

ド
ウ
糖
溶
液
投
与　

低
血
糖
の
可
能
性
が

あ
る
人
に
対
し
血
糖
測

定
を
行
い
、
低
血
糖
が

確
認
さ
れ
た
場
合
に

は
、
ブ
ド
ウ
糖
溶
液
を

投
与
し
ま
す
。

❖
期
待
さ
れ
る
効
果

　

血
糖
値
を
測
定
す
る
こ
と
で
、
速
や
か

に
低
血
糖
が
判
断
で
き
、
低
血
糖
状
態
の

傷
病
者
に
ブ
ド
ウ
糖
溶
液
を
投
与
す
る
こ

と
で
、
低
血
糖
状
態
を
早
期
に
改
善
さ
せ

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

◉
救
急
救
命
士
か
ら
の
お
願
い
◉

　

救
急
救
命
士
処
置
範
囲
拡
大
は
、
こ
れ

ま
で
の
心
肺
停
止
後
の
傷
病
者
に
対
す
る

行
為
に
加
え
、
心
肺
停
止
前
の
重
度
傷
病

者
に
対
し
行
え
る
よ
う
に
な
る
も
の
で

す
。
い
ず
れ
も
、
医
師
の
指
示
の
下
、
処

置
を
行
う
こ
と
で
症
状
の
改
善
が
期
待
で

き
ま
す
が
、
点
滴
を
す
る
こ
と
で
痛
み
が

生
じ
た
り
、
現
場
の
滞
在
時
間
が
長
く

な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
処
置

を
行
う
前
に
、
必
ず
説
明
を
し
て
、
承
諾

を
得
た
後
に
行
い
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

も
う
い
い
か
い

　火
を
消
す
ま
で
は

　ま
あ
だ
だ
よ 消太

救子

春
号

◦血糖測定

◦ブドウ糖溶液投与

救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲
が
拡
大

～
救
え
る
命
を
救
い
た
い
～

救　助 救　急 火　災
種別 H26 前年比 種別 H26 前年比 種別 H26 前年比

交通 15 △ 3 急病 1,490 △ 9 建物 15 1

水難 8 ± 0 一般 342 31 車両 1 1

機械 4 3 交通 190 △ 17 船舶 1 ± 0

火災 2 2 労災 27 1 林野 0 △ 2

その他 9 3 その他 192 43 その他 19 1

合計 38 5 合計 2,241 49 合計 36 1

▪田原市管内の出動件数（平成 26 年消防統計）
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消
火
困
難
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
タ
イ
ヤ
な

ど
の
化
学
製
品
火
災
に
有
効
で
す
。
泡
で

消
火
す
る
こ
と
に
よ
り
、
放
水
量
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
水
損
被
害
の
防

止
に
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
タ
ン
ク
車
に
は
２
ｔ
の
水

を
積
載
し
、
従
来
ど
お
り
の
放
水
も
可
能

で
す
。
使
用
し
て
い
る
消
火
薬
剤
は
、
食

器
洗
い
洗
剤
と

同
じ
天
然
油
を

主
成
分
と
し
て

い
る
た
め
、
人

体
や
消
火
後
の

環
境
に
も
配
慮

さ
れ
て
い
ま
す
。

放
水
後
の
泡
も

１
日
ほ
ど
で
消

滅
し
ま
す
。

　
新
タ
ン
ク
車
を
配
備　

平
成
26
年

12
月
、
田
原

消
防
署
に

Ｃキ

ャ

フ

ス

Ａ
Ｆ
Ｓ
搭

載
の
タ
ン
ク

車
が
配
備
さ

れ
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｓ

と
は
、圧
縮
空
気
泡
消
火
装
置
の
意
味
で
、

水
と
消
火
薬
剤
を
高
圧
空
気
で
混
ぜ
合
わ

せ
て
泡
を
作
り
、
水
の
代
わ
り
に
泡
を
放

水
す
る
装
置
で
す
。
こ
の
泡
は
、
可
燃
物

の
表
面
に
付
着
し
、
燃
焼
に
必
要
な
酸
素

を
絶
つ
こ
と
で
消
火
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
住
宅
火
災
や
水
だ
け
で
は

で
作
ら
れ
た
乗
り
物

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

①
打
者
が
バ
ッ
ト
を
振
っ
て
空
振
り

だ
っ
た
場
合
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る

⑤
牛
乳
と
卵
で
作
る
甘
く
て
や
わ
ら

か
い
食
べ
物

⑥
三
次
元
の
物
体

⑧
チ
ョ
キ
に
強
く
て
パ
ー
に
弱
い

⑨
主
に
建
物
の
上
部
を
覆
う
構
造
物

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
３
月
31
日（
火
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
答
え
と
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

話
番
号
・
消
防
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
あ
て
先
＝
田
原
市
消
防
署　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
冬
号
の
答
え　

パ
レ
―
ド
】

（
応
募
総
数
20
通
中
、正
解
19
通
）

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
ば
ね
の
こ
と
を
英
語
で

②
東
京
都
に
よ
っ
て
設
立
・
管
理
す
る
こ
と

③
キ
ャ
ン
プ
に
使
用
す
る
照
明
器
具

④
葉
や
花
を
支
え
る
部
分
。根
か
ら
吸
収
し
た

水
分
や
栄
養
素
を
植
物
体
へ
運
ぶ

⑦
人
や
物
を
乗
せ
て
水
上
を
渡
航
す
る
目
的

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５

23
局
２
４
４
０

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。 ⑧

①D

Ａ

⑦Ｃ

③ ④

⑥

⑧

②

⑤

⑨Ｂ
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住民基本台帳人口
（平成 26 年 3 月 31 日現在） 歳出額 (A) 実質収支 人件費 (B) ※ 人件費率

(B/A)

6万5,017 人 294 億7,968 万3千円 23 億1,438 万円 55 億5,990 万3 千円 18.9％

職員数
(A)

給与費 １人当たりの
給与費（B/A)給料 期末・勤勉手当 その他手当 計 (B)

649 人 24億4,305 万 5 千円 8 億 4,475 万2 千円 4億6,516 万8 千円 37億5,297 万5 千円 578 万3 千円

区分
一般行政職 技能労務職

高校卒 大学卒 高校卒

田原市 14万　100円 17万2,200円 13万7,200円

愛知県 14万2,881円 17万6,734円 13万1,532円

国 13万3,418円 16万3,987円 －

区分 経験年数
一般行政職 技能労務職

高校卒 大学卒 高校卒

田原市

10 ～ 14 年 － 29 万   300円 －

15 ～ 19 年 28 万6,800円   32 万 8,700円 28万5,000円

20 ～ 24 年 33 万5,400円 35万7,300円 29 万    700 円

国

10 ～ 14 年 23 万8,170 円 28 万8,484 円 23 万 1,945 円

15 ～ 19 年 29 万1,193 円 33 万 7,203 円 26 万1,959 円

20 ～ 24 年 32 万9,147 円 38 万 　782 円 28 万      56 円

◦人件費の状況（平成 25 年度普通会計決算）

◦職員給与費の状況（平成 25 年度普通会計決算）

◦職員の平均年齢および平均給料月額・平均給与月額の状況（平成 26 年４月１日現在）

◦職員の初任給の状況（平成 26 年４月１日現在）

◦職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 26 年４月１日現在）

区分
一般行政職 技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

田原市 44.8 歳 33万6,900円 36 万1,379 円 52.6 歳 28万 9,600円 29 万3,506 円

国 43.5 歳 33 万5,000円 40 万8,472 円 50.1 歳 28 万 7,992 円 32 万6,611 円

【参考】東三河５市平均 42.2 歳 33万3,411 円 36 万8,266 円 51.7 歳 30万9,364 円 33 万 　678 円

※特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

※一般職の職員の給与で、教育長を含みます。／ 職員数は、平成 25 年 4 月 1 日現在です。／その他手当には、退職手当を含みません。

※数値は、平成 26 年度給与実態調査の普通会計の数値によるものです。
※一般行政職とは、医療・税務・教育・消防・労務・企業・福祉職以外の一般の事務・技術業務に携わる職員です。
※「平均給与月額」とは、毎月支払われる給与（給料、扶養手当、地域手当、住居手当、管理職手当）の平均です。なお、田原市に地域手当はありません。
※東三河５市平均は、「市町村行財政のあらまし」および各市ホームページでの公表データなどから算出しています。

市役所職員の給与は、職務の内容、民間との比較、国家公務員や
他市町村とのバランスを図りながら、条例により定められています。

▼人事課 ☎ 23局7404　 23局0180

市職員の給与等の状況を公開します  
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◦特別職の報酬等の状況（平成 26 年 4 月 1 日現在）

区分 田原市 国

期末手当
勤勉手当

（平成 25 年度支給割合）

区分 期末手当 勤勉手当 区分 期末手当 勤勉手当

　６月期 1.225 月分 0.675 月分 　６月期 1.225 月分 0.675 月分

12 月期 1.375 月分 0.675 月分 12 月期 1.375 月分 0.675 月分

計 2.60 月分 1.35 月分 計 2.60 月分 1.35 月分

その他 職制上の段階・職務の級などによる
加算措置あり その他 職制上の段階・職務の級などによる

加算措置あり

退職手当
（平成 26 年４月１日現在）

区分 自己都合 勧奨・定年 区分 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 23.03 月分 28.7875 月分 勤続 20 年 21.62 月分 27.025 月分

勤続 25 年 32.83 月分 38.9550 月分 勤続 25 年 30.82 月分 36.570 月分

勤続 35 年 46.55 月分 55.8600 月分 勤続 35 年 43.70 月分 52.440 月分

最高限度額 55.86 月分 55.8600 月分 最高限度額 52.44 月分 52.440 月分

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（2% ～ 20% 加算）

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（2% ～ 20% 加算）

1 人当たりの
平均支給額※ 575 万5 千円 2,020 万7 千円

◦職員手当の状況

※退職手当「１人当たりの平均支給額」は、平成 25 年度中に退職した全職員に支給された額の平均です。

区分 内容

扶養手当
（平成 26 年４月１日現在）

◦配偶者　13,000 円
◦配偶者以外の扶養親族　6,500 円
　（配偶者がない場合は 1 人目 11,000 円）
※配偶者以外の扶養親族で 16 歳以上 22 歳未満の子
　1 人につき 5,000 円を加算

住居手当
（平成 26 年４月１日現在） 借家の家賃に応じて限度額　27,000 円

通勤手当
（平成 26 年４月１日現在）

◦交通機関利用者の最高支給限度額　55,000 円
◦交通用具利用者
　自動車などの使用距離に応じて 2,000 円～ 24,500 円

時間外勤務手当
（平成 25 年度普通会計決算）

職員１人当たり
平均支給年額※

37 万7,041 円

特殊勤務手当
（平成 25 年度普通会計決算）

職員全体に占める
手当支給職員の割合※

支給職員１人当たりの
平均支給年額※ 主な支給対象業務

20.4% 11万9,492 円 ◦徴収事務
◦火災救急出動手当の種類：11 種類（危険・困難・不快・不健康な勤務についたときに支給）

区分 職名 給料月額等 期末手当

給料
市長 93万円 平成25年度支給割合

2.95月分副市長 76万円

報酬

議長 47万5千円
平成25年度支給割合

2.95月分副議長 39万円

議員 35万円

※「職員１人当たり平均支給年額」は、平成 25 年４月
１日現在の支給対象職員数により算出しています。

※「職員全体に占める手当支給職員の割合」および「支給職員１人当たりの平均支給年額」は、平成 25 年４月１日現在の支給職員数により算出しています。

普通会計は、一般会計・給食センター給食費特別会計・田原福祉専門学校特別会計・中心市街地商業等活性化事業特別会計を含んだものです。
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

1

2

月

月

思
い
や
り
の
心
で

復
興
支
援

1
月
9
日［
金
］

▲復興への思いを語る鈴木信二さんと熱心に話を聞く児童

　

学
校
給
食
週
間（
１
／
24
～
１
／
30
）に
合
わ

せ
、田
原
市
産
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
献
立

が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。亀
山
小
学
校
に
は
鈴
木

克
幸
田
原
市
長
が
招
か
れ
、２
年
生
の
児
童
と
会

食
。子
ど
も
た
ち
は
市
長
と
会
話
を
楽
し
み
な
が

ら
、地
元
の
食
材
を
味
わ
って
い
ま
し
た
。

1
月
26
日［
月
］

▲おいしい給食と楽しい会話でみんなの笑顔が広がりました

お
い
し
さ
に
笑
顔
！

地
元
の
食
材

　

清
田
小
学
校
で
家
庭
教
育
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、

４
～
６
年
生
児
童
と
保
護
者
な
ど
約
90
名
が
参
加

し
ま
し
た
。田
原
市
出
身
の
俳
優
、鈴
木
信
二
さ
ん

が
講
師
に
招
か
れ
、東
日
本
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
、宮
城
県
石
巻
市
で
田
原
の
手
筒
花
火
を
あ

げ
た
こ
と
や
、命
の
大
切
さ
に
つい
て
語
り
ま
し
た
。

　

泉
小
学
校
の
５
年
生
が
総
合
的
な
学
習
の
時
間

で
取
り
組
ん
で
い
る
大
葉
の
塩
焼
き
そ
ば
の
試
食
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。昨
年
の
お
披
露
目
の
際
に
、品

切
れ
で
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
２
年
生
か
ら
の
手
紙
が

き
っ
か
け
で
実
現
し
た
こ
の
会
。双
方
の
思
い
が
重
な

り
、笑
顔
あ
ふ
れ
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

上
級
生
が
応
え
た

下
級
生
の
願
い

2
月
4
日［
水
］

▲２年生に振る舞う「大葉の塩焼きそば」を調理する５年生
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

1

2

月

月

▲訪れた利用者の接客にあたる児童。用意した大根はすぐに品切れとなりました

る
こ
と
を
知
り
、少
し
で
も
盛
り
上
げ
よ
う
と
児

童
が
考
え
た
も
の
で
す
。こ
の
日
は
早
朝
か
ら
雨

が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、児
童
た
ち

は
学
級
菜
園
で
育
て
た
大
根
を
店
頭
に
並
べ
、元

気
な
声
で
利
用
者
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。今
後
も
ポ

ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
利
用
者
の
増
加
を
呼
び

か
け
る
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

田
原
中
部
小
学
校
の
３
年
生
児
童
62
名
が
、伝

統
の
朝
市「
二
七
の
市
」に
出
店
し
ま
し
た
。こ
の

取
り
組
み
は
、２
学
期
か
ら
総
合
的
な
学
習
の
時

間
で
二
七
の
市
を
学
び
、利
用
者
が
減
少
し
て
い

盛
り
上
げ
た
い
！

二
七
の
市

2
月
17
日［
火
］

　

た
は
ら
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
in
渥
美
が
渥
美
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
、約
４
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

「
エ
コ
・
食
・
農
・
健
康
～
暮
ら
し
の
中
の
エ
コ
～
」

を
テ
ー
マ
に
、環
境
を
考
え
エ
コ
を
学
ぶ
こ
の
イ

ベ
ン
ト
。特
に
、家
庭
で
眠
っ
て
い
る
衣
類
や
生
活

雑
貨
な
ど
を
、希
望
す
る
人
に
無
料
で
提
供
す
る

「
第
２
回
き
ら
り
宝
市
」に
は
、品
定
め
を
す
る
多

く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
に
も
、使

用
済
み
天
ぷ
ら
油
と
小
型
家
電
の
回
収
や
、リ
サ

イ
ク
ル
品
を
使
っ
た
体
験
教
室
な
ど
が
開
催
さ

れ
、来
場
者
は
楽
し
み
な
が
ら
エ
コ
を
学
び
、有
意

義
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

▲指導者の手ほどきを受け、楽しそうに工作する子どもたち（菜の花
　行

あんどん

灯づくり教室）

広
が
れ
！

暮
ら
し
の
中
の
エ
コ

2
月
15
日［
日
］
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募
集

W
A
N
TED

田
原
市
臨
時
職
員

（
地
域
福
祉
課
・
手
話
通
訳
者
）

▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
対
象
＝
手
話
通

訳
技
術
を
有
す
る
方　
▼
採
用
期
間
＝
４
月

１
日
～
９
月
30
日　
▼
勤
務
場
所
＝
田
原
市

役
所　

▼
勤
務
内
容
＝
手
話
通
訳
、
障
害

福
祉
関
係
事
務　

▼
勤
務
形
態
＝
月
～
金

曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
～
正
午（
金

曜
日
は
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）　

▼
賃
金

＝
時
給
１
１
５
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接

（
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
３

月
13
日
（
金
）
ま
で
に
地
域
福
祉
課
に
あ
る

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

▼
地
域
福
祉
課

☎
23
局
３
６
９
７

23
局
３
５
４
５

田
原
市
臨
時
職
員

（
発
掘
作
業
業
務
な
ど
）

▼
募
集
人
員
＝
３
名
程
度　

▼
採
用
期
間

＝
５
月
１
日
～
31
日　

▼
勤
務
場
所
＝
田

原
市
中
山
町
地
内
、
赤
羽
根
文
化
財
収
蔵

庫
ほ
か　

▼
勤
務
内
容
＝
発
掘
作
業
、
出

土
品
整
理　

▼
勤
務
形
態
＝
月
～
金
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分　

▼
賃
金
＝
時
給
８
５
０
円

委
員

M
EM
B
ER
  O
F  C
O
M
M
IT
TEE

田
原
市
監
査
委
員

　

市
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、 

議

会
選
出
の
監
査
委
員
に
仲
谷
政
弘
さ
ん 

（
西
神
戸
町
）
が
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
、
市
議
会
議
員
で
あ
る
期
間

で
す
。

（
現
場
９
４
０
円
）　

▼
選
考
方
法
＝
面
接

（
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
３

月
31
日
（
火
）
ま
で
に
文
化
生
涯
学
習
課

に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
提
出
（
郵
送
の
場
合
は
、締
切
日
必
着
）

▼
文
化
生
涯
学
習
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
６
３
５

22
局
３
８
１
１

社
会
人
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
連
携
協
議
会

設
立
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
参
加
者

ひ
と
を
育
み
、ま
ち
を
創
る
「
産
金
学
官
」

４
本
の
矢
に
よ
る
東
三
河
の
成
長
戦
略

▼
日
時
＝
３
月
18
日
（
水
）
午
後
２
時
30

分
～
５
時　
▼
場
所
＝
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
豊

橋
（
豊
橋
市
藤
沢
町
）　

▼
内
容
＝
梶
谷

誠
さ
ん
（
電
気
通
信
大
学
前
学
長
・
コ
ラ
ボ

産
学
官
顧
問
）
に
よ
る
講
演
「
連
携
こ
そ

人
材
育
成
の
要
諦  

～
産
金
学
官
連
携
に

よ
る
試
み
～
」、
産
金
学
官
各
団
体
に
よ
る

人
材
育
成
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど　

▼
定
員
＝
１
５
０
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
３
月

16
日
（
月
）
ま
で
に
、氏
名・勤
務
先・役
職・

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

▼
㈱
サ
イ
エ
ン
ス
・
ク
リ
エ
イ
ト

☎（
０
５
３
２
）44
局
１
１
１
１

（
０
５
３
２
）44
局
１
１
２
２

sym
posium

2015@
tsc.co.jp

仲谷 政
ま さ ひ ろ

弘さん

※財源確保のため、有料広告として掲載しています。　▶広報秘書課☎22局0138
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介
護
職
員
初
任
者
研
修

受
講
生

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
科
２
級
コ
ー
ス
の
廃

止
に
伴
い
、
平
成
25
年
度
か
ら
介
護
職
員

初
任
者
研
修
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
修
は
、
こ
れ
ま
で
の
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
２
級
資
格
に
代
わ
る
資
格
と
し
て

新
た
に
設
置
さ
れ
た
資
格
の
取
得
を
目
指

す
も
の
で
、
在
宅
、
施
設
を
問
わ
ず
、
介

護
に
携
わ
る
人
が
身
に
着
け
て
お
く
べ
き

基
本
的
な
知
識
や
技
術
を
学
び
ま
す
。

▼
対
象
＝
全
日
程
を
受
講
で
き
る
方
で
、

義
務
教
育
を
修
了
し
た
方　

▼
開
催
日
＝

５
月
９
日
（
土
）
～
９
月
26
日
（
土
）
の

期
間
の
ほ
ぼ
隔
週
金
・
土
・
日
曜
日

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
専
門
学
校　

▼
定
員

＝
40
名
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
／

過
去
３
年
間
に
本
校
ヘ
ル
パ
ー
科
に
受
講

申
し
込
み
を
し
、
受
講
で
き
な
か
っ
た
方

を
優
先
）　

▼
受
講
料
＝
４
万
円
（
受
講

開
始
日
前
３
カ
月
以
上
市
内
在
住
の
方
お

よ
び
現
に
田
原
市
内
で
介
護
業
務
ま
た
は

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
業
務
に
１
年
以
上
従
事
し

て
い
る
方
は
４
分
の
３
減
免
／
別
途
テ
キ

ス
ト
代
が
必
要
）　

▼
申
し
込
み
＝
３
月

16
日
（
月
）
～
４
月
24
日
（
金
）
の
期
間

に
①
田
原
福
祉
専
門
学
校
な
ど
で
配
布
す

る
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
②
田
原
福

祉
専
門
学
校
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
受
講
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必

要
事
項
を
入
力
の
う
え
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９

22
局
７
３
４
０

http://w
w

w
.tchs.ac.jp/

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
赤
ち
ゃ
ん
と
保

護
者
が
絵
本
を
介
し
、
温
か
く
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
持
つ
こ
と
を
応
援
す
る
活
動
で

す
。
４
カ
月
児
健
診
の
際
に
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
に
つ
い
て
説
明
し
、
絵
本
な
ど
を

手
渡
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
育
児
や
読
み
聞
か
せ
な
ど
に
興

味
が
あ
り
、
全
３
回
の
研
修
に
す
べ
て
参

加
で
き
る
方　

▼
日
時
＝
毎
月
第
４
水
曜

日
／
午
後
０
時
10
分
～　

３
時
間
程
度

（
２
、３
カ
月
に
１
回
程
度
を
予
定
）

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

▼
定
員
＝
３
～
６
名
（
申
込
者
多
数
の
場

合
は
面
接
に
て
選
考
）　

▼
謝
礼
＝
１
回

に
つ
き
図
書
カ
ー
ド
５
０
０
円
分　

▼
研

修
＝
①
【
４
月
10
日
（
金
）
午
後
１
時
30

分
～
】
②
【
４
月
24
日
（
金
）
午
後
１
時

30
分
～
】
講
演
会
、概
要
説
明
な
ど
③
【
４

月
22
日
（
水
）
ま
た
は
５
月
27
日
（
水
）】

健
診
見
学　

※
研
修
の
詳
細
は
後
日
通
知

▼
申
し
込
み
＝
３
月
27
日
（
金
）
ま
で
に

中
央
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
直
接
ま
た
は

電
話
に
て

▼
中
央
図
書
館

☎
23
局
４
９
４
６

23
局
４
６
４
６

田
原
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

農
業
セ
ミ
ナ
ー
　
受
講
生

▪
活い

き
活い

き
農
業
セ
ミ
ナ
ー

　

春
夏
・
秋
冬
野
菜
の
栽
培
方
法
、
収
穫

作
業
に
つ
い
て
、
月
２
回
程
度
（
主
に
隔

週
金
曜
日
の
午
前
中
）
の
講
座
お
よ
び
料

理
や
芋
切
り
干
し
づ
く
り
な
ど
の
実
技
指

導
を
行
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
に
役

立
て
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

▼
開
催
期
間
＝
４
月
～
平
成
28
年
２
月　

▼
場
所
＝
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

周
辺
の
ほ
場　

▼
定
員
＝
10
名
（
申
込

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

▼
受
講
料
＝

５
０
０
０
円

▪
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
セ
ミ
ナ
ー
（
キ
ャ
ベ

ツ
コ
ー
ス
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
コ
ー
ス
）

　

新
た
に
農
業
を
始
め
た
方
ま
た
は
農
業

を
始
め
た
い

と
考
え
て
い

る
方
に
、
キ
ャ

ベ
ツ
・
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
の
栽

培
を
播は
し
ゅ種
か

ら
収
穫
ま
で
、

農
家
の
ほ
場

で
研
修
（
年

間
10
日
程
度
／
１
回
当
た
り
３
時
間
程

度
）
を
行
い
ま
す
。

▼
場
所
＝
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

市
内
の
ほ
場　

▼
定
員
＝
各
10
名
（
申
込

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　
▼
受
講
料
＝
無

料◎
共
通
事
項

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
方　

▼
申

し
込
み
＝
３
月
20
日
（
金
）
ま
で
に
申
込

書
（
営
農
支
援
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
窓
口
で
も

直
接
申
し
込
み
可
）　
▼
そ
の
他
＝
講
座
内

容
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▼
営
農
支
援
課
（
田
原
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
内
［
加
治
町
］）

☎
22
局
１
１
２
６

22
局
１
１
２
７

einou@
city.tahara.aichi.jp

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

section/einou/
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「
博
物
館
友
の
会
」
会
員

　

平
成
27
年
度
の
「
博
物
館
友
の
会
」
会

員
を
募
集
し
ま
す
。
歴
史
・
美
術
に
関
心

を
持
つ
方
た
ち
が
参
加
す
る
こ
の
会
は
、

田
原
市
博
物
館
事
業
の
育
成
に
協
力
し
、

会
員
の
教
養
を
高
め
る
と
と
も
に
、
相
互

の
親
睦
を
深
め
、
文
化
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
年
会
費
＝
１
０
０
０
円　

▼
特
典
＝
博

物
館
へ
入
館
無
料
（
要
会
員
証
提
示
）、

博
物
館
だ
よ
り
・
崋
山
会
報
の
送
付
、
展

覧
会
や
博
物
館
事
業
の
情
報
提
供
、
バ
ス

利
用
の
見
学
会
へ
の
参
加　

▼
申
し
込
み

＝
３
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
田
原
市
博
物

館
に
あ
る
申
込
用
紙
（
田
原
市
博
物
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
年
会
費
を

添
え
て
提
出　

▼
そ
の
他
＝
現
在
会
員
の

方
も
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０

22
局
２
０
２
８

http://w
w

w
.taharam

useum
.gr.jp/

脳
活
い
き
い
き
道
場

（
認
知
症
予
防
教
室
）　
受
講
生

　

認
知
症
は
加
齢
に
よ
っ
て
誰
で
も
起
こ

り
う
る
身
近
な
病
気
で
す
。
で
き
れ
ば
予

防
し
た
い
も
の
で
す
。

生
涯
学
習
連
続
講
座（
前
期
）

「
し
お
さ
い
大
学
」 

受
講
生

▼
テ
ー
マ
＝
健
康
づ
く
り
と
生
き
が
い
の

あ
る
豊
か
な
人
生
を
め
ざ
し
て　

▼
対
象

＝
で
き
る
だ
け
連
続
で
受
講
で
き
る
方

（
60
歳
以
上
の
方
優
先
）　

▼
開
催
日
／

テ
ー
マ
＝
表
の
と
お
り　

▼
場
所
＝
田
原

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
田
原
文
化
会
館
ほ
か 

▼
時
間
＝
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３

時　

▼
定
員
＝
各
60
名
程
度　

▼
受
講
料

＝
無
料
（
材
料
費
は
実
費
）　

▼
申
し
込

み
＝
３
月
27
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
）

▼
文
化
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
６
３
５

22
局
３
８
１
１

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

　

こ
の
教

室
で
は
、

認
知
症
の

原
因
の
ひ

と
つ
で
も

あ
る
脳
卒

中
の
予
防

を
中
心
に

ご
自
身
の

認
知
症
予
防
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
65
歳
以
上
80
歳
未
満
の
方

（
全
講
座
受
講
で
き
る
方
を
優
先
）　

▼
開

催
期
間
＝
５
月
～
平
成
28
年
２
月
の
期
間

で
９
講
座
／
初
回
は
５
月
19
日
（
火
）
午

前
10
時
～
正
午　
▼
内
容
＝【
５
月
・
10
月
】

血
液
検
査（
採
血
）【
9
月
】調
理
実
習【
そ

の
他
】
体
力
測
定
、運
動
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
、

脳
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
／
１
講
座
当
た
り
約

２
時
間　

▼
場
所
＝
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
赤

羽
根
生
活
会
館　

▼
定
員
＝
15
名
（
先
着

順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料
（
調
理
実
習
費

は
実
費
）　
▼
必
要
物
品
＝
血
圧
計
・
歩
数

計
（
各
自
で
準
備
）　
▼
申
し
込
み
＝
４
月

10
日（
金
）ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４

23
局
３
５
４
５

▼
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
生
活
課

☎
34
局
０
３
７
５

32
局
０
９
９
３

生
活

LIFE

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
ま
す

　

田
原
市
で
は
、
公
共
施

設
の
適
切
な
維
持
管
理
を

図
る
た
め
、
市
民
館
を
は

じ
め
公
共
施
設
に
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
24

時
間
撮
影
が
可
能
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
犯
罪
の
抑
止
効
果
が
あ
り
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現

に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
９
月
に
「
田
原
市
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び
運
用
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
定
め
、
撮
影
さ
れ
た
映

像
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
画
像
デ
ー
タ
が
、
外
部
に
漏
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
一
定
の
ル
ー
ル
に
基
づ
き

慎
重
な
管
理
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
設
置

し
た
防
犯
カ
メ
ラ
に
は
、
必
ず
「
防
犯
カ

メ
ラ
作
動
中
」
と
表
示
を
し
て
い
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４

23
局
０
１
８
０　

■しおさい大学
開催日 テーマ

4／22水 赤羽根海岸ウォーキング

5／20水 防犯講話

6／17水 ふるさとの歴史（セメント産業）

7／15水 大葉の塩やきそばを作ってみよ
う

8／19水 折り紙で脳トレ

9／16水 歌って楽しく！歌って元気に！
ホッとゆるんであの日に帰ろう
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病
）
の
症
状
や
経
過
に
つ
い
て
」、
家
族

交
流
会
「
日
頃
の
関
わ
り
の
中
で
の
家
族

の
悩
み
を
話
し
合
お
う
」（
助
言
者
：
可

知
記
念
病
院　

精
神
保
健
福
祉
士　

佐
藤

大
介
氏
）　

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
豊
川
保
健
所
健
康
支
援
課

☎（
０
５
３
３
）86
局
３
６
２
６

（
０
５
３
３
）89
局
６
７
５
８

税TA
X

固
定
資
産
税
に
か
か
る
閲
覧
・
縦
覧

　

４
月
か
ら
、
平
成
27
年
度
固
定
資
産
税

の
課
税
内
容
の
確
認
の
た
め
「
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
閲
覧
」｢

土
地
お
よ
び
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧｣

を
行
い
ま
す
。

▪
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
申
請
は
、

所
有
者
の
ほ
か
に
借
地
・
借
家
人
な
ど
も

行
え
ま
す
。
た
だ
し
、
借
地
の
方
は
当
該

土
地
、
借
家
の
方
は
当
該
土
地
お
よ
び
家

屋
に
限
り
ま
す
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ

福
祉
医
療
受
給
者
証
の

有
効
期
間
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

次
の
対
象
の
方
は
、
福
祉
医
療
受
給
者

証
の
有
効
期
間
が
３
月
31
日
（
火
）
で
終

了
し
ま
す
。期
限
が
切
れ
た
受
給
者
証
は
、

４
月
中
に
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
【
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者

証
】
平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方
お
よ
び
そ
の
保
護
者

【
子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
】
平
成
11
年

４
月
２
日
～
平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
子
ど
も　

▼
返
却
方
法
＝
保
険
年
金
課

ま
た
は
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
、
渥
美
支

所
へ
直
接
返
却

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４

23
局
０
１
８
０

精
神
保
健
福
祉
家
族
教
室
を

開
催
し
ま
す

　

家
族
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
や
悩

み
な
ど
を
話
し
あ
え
る
よ
う
、
家
族
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
精
神
疾
患
で
治
療
中
の
方
の
家

族
な
ど
（
市
内
在
住
の
方
）　

▼
日
時
＝

３
月
17
日（
火
）午
後
２
時
～
４
時　

▼
場

所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ル
ー
ム　

▼
内
容
＝
保
健
所
に
よ
る

説
明
「
精
神
疾
患
（
統
合
失
調
症
や
う
つ

れ
て
い
る
事
項
の
証
明
を
取
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

▼
閲
覧
場
所
＝
市
役
所
税
務
課　

▼
閲
覧

お
よ
び
記
載
事
項
の
証
明
期
間
＝
４
月
１

日
（
水
）
か
ら
通
年
／
土
・
日
曜
日
、
祝

日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
／
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分　

▼
対
象
者
／
対

象
固
定
資
産
＝
❶
固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
（
代
理
人
含
む
）
／
当
該
納
税
義
務

に
係
る
固
定
資
産
❷
土
地
に
つ
い
て
賃
借

権
そ
の
他
の
使
用
ま
た
は
収
益
を
目
的
と

す
る
権
利
（
対
価
が
支
払
わ
れ
る
も
の
に

限
る
）
を
有
す
る
方
／
当
該
権
利
の
目
的

で
あ
る
土
地
❸
家
屋
に
つ
い
て
賃
借
権
そ

の
他
の
使
用
ま
た
は
収
益
を
目
的
と
す
る

権
利（
対
価
が
支
払
わ
れ
る
も
の
に
限
る
）

を
有
す
る
方
／
当
該
権
利
の
目
的
で
あ
る

家
屋
お
よ
び
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
❹
固

定
資
産
の
処
分
を
す
る
権
利
を
有
す
る
一

定
の
方
／
当
該
権
利
の
目
的
で
あ
る
固
定

資
産　

▼
持
ち
物
＝
本
人
（
同
居
の
親
族

を
含
む
）
が
閲
覧
す
る
場
合
は
、
運
転
免

許
証
・
納
税
通
知
書
な
ど
本
人
と
確
認
で

き
る
も
の
／
代
理
の
方
が
閲
覧
す
る
場
合

は
、
委
任
状
と
運
転
免
許
証
な
ど
代
理
人

自
身
を
確
認
で
き
る
も
の
／
借
地
・
借
家

の
方
な
ど
が
閲
覧
す
る
場
合
は
、
権
利
関

係
を
示
す
書
面
な
ど
と
、
運
転
免
許
証
な

ど
の
借
地
・
借
家
人
自
身
を
確
認
で
き
る

も
の

▪
土
地
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧

　

土
地
縦
覧
帳
簿
お
よ
び
家
屋
縦
覧
帳
簿

を
縦
覧
す
る
こ
と
に
よ
り
、
納
税
者
が
自

分
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
と
、
近
隣
の
土

地
・
家
屋
の
価
格
と
を
比
較
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
縦
覧
は
無
料
で
す
が
、
写
し

の
交
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
縦
覧
期
間
＝
４
月
１
日
（
水
）
～
６
月

１
日
（
月
）
／
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分　

▼
縦
覧
場
所
＝
市
役
所
税
務
課　

▼
対
象

者
＝
市
内
に
所
在
す
る
土
地
・
家
屋
の
固

定
資
産
税
納
税
者
（
代
理
人
含
む
）　

▼
縦
覧
帳
簿
の
記
載
項
目
＝
❶
土
地
価
格

等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
・
地
番
・
地
目
・
地
積
・

価
格
）
❷
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
・

家
屋
番
号
・
種
類
・
構
造
・
床
面
積
・
価
格
）

▼
持
ち
物
＝
本
人（
同
居
の
親
族
を
含
む
）

が
縦
覧
す
る
場
合
は
、
運
転
免
許
証
・
納

税
通
知
書
な
ど
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の

／
代
理
の
方
が
縦
覧
す
る
場
合
は
、
委
任

状
と
運
転
免
許
証
な
ど
代
理
人
自
身
を
確

認
で
き
る
も
の　

▼
審
査
申
出
期
間
＝
固

定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に

関
す
る
審
査
の
申
し
出
は
、
４
月
１
日
か

ら
、
納
税
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
日
の

翌
日
か
ら
３
カ
月
以
内

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０

23
局
０
１
８
０
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田原市の イ ベ ン ト

郷
土
の
偉
人
渡
辺
崋
山
を
、
よ
り
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
講
座
を
毎
月
11
日
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
を
救
え
３

－

椿つ
ば
き

椿ち
ん
ざ
ん山

の
日
記
か
ら

講
師
▼
田
原
市
博
物
館
副
館
長 

鈴
木
利
昌

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
３
月
21
日
土
・
～

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

内
容
▼
21
日
（
土
）
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に

は
、
餅
＆
お
菓
子
投
げ
開
催
の
ほ
か
、

お
子
さ
ん
に
風
船
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
期

間
中
、
土
・
日
曜
日
を
中
心
に
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
色
と
り

月
の
イ
ベ
ン
ト

3◉
３
月
８
日
日 

お
た
が
ま
つ
り

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
長
仙
寺
（
六
連
町
）

内
容
▼
み
こ
し
渡
御
（
午
後
３
時
）、
餅

投
げ
・
玉
取
り
（
午
後
４
時
）
／
※
無

料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
（
豊
橋
鉄
道
渥

美
線
「
豊
島
駅
」
近
く
、
Ｊ
Ａ
愛
知
み

な
み
東
部
支
所
跡
か
ら
）

▼
渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

☎
23
局
３
５
１
６

22
局
２
０
２
６

◉
３
月
11
日
水　
　

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

　

田
原
市
博
物
館
・（
公
財
）崋
山
会
で
は
、

ど
り
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
皆
さ
ん
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
▼
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
開
花
時
期
は
、

天
候
・
種
類
に
よ
って
異
な
り
ま
す
。

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４

25
局
１
２
３
５

◉
３
月
31
日
火
ま
で

渥
美
半
島
菜
の
花
ま
つ
り
２
０
１
５

場
所
▼
渥
美
半
島
一
帯
お
よ
び
伊
良
湖
岬

周
辺

　

週
末
に
は
、
次
の
と
お
り
メ
イ
ン
会
場

の
伊
良
湖
菜
の
花
ガ
ー
デ
ン
に
て
、
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

❖
平
成
御
厨
ぶ
ら
り
市

日
時
▼
３
月
15
日
日
午
前
10
時
～
午
後
３

時
内
容
▼「
み
ん
な
の
た
は
ら
元
気
ネ
ッ
ト
」

の
メ
ン
バ
ー
が
地
元
特
産
品
と
元
気
を

お
届
け
し
ま
す
。

❖
菜
の
花
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

日
時
▼
３
月
21
日
土
午
前
10
時
～

参
加
料
▼
５
０
０
円
（
小
学
生
以
下
は
無

料
）
※
先
着
順
／
花
材
が
な
く
な
り
し

だ
い
終
了
し
ま
す
。

❖
菜
の
花
de
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
▼
３
月
22
日
日
・
29
日
日
／
い
ず
れ

も
午
後
１
時
30
分
～

内
容
▼
菜
の
花
畑
で
の
ん
び
り
と
演
奏
会

を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

出
演
▼
【
３
月
22
日
】
田
原
市
吹
奏
楽
団

【
３
月
29
日
】B

ビ
ー
ウ
ィ
ン
ド

eW
ind E

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

nsem
ble

▼
渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

☎
23
局
３
５
１
６

22
局
２
０
２
６

月
の
イ
ベ
ン
ト

4◉
４
月
５
日
日 

滝
頭
桜
ま
つ
り

場
所
▼
滝
頭
公
園

時
間
▼
午
前
10
時
～

内
容
▼
甘
酒
の
振
る
舞
い
、
餅
投
げ
ほ
か

滝
頭
桜
ハ
イ
キ
ン
グ
▼
３
月
下
旬
か
ら
４

月
５
日
（
日
）
の
期
間
は
、
三
河
田
原

駅
か
ら
滝
頭
公
園
ま
で
歩
く
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
を
設
置

▼
渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

☎
23
局
３
５
１
６

22
局
２
０
２
６

田原藩日記（古文書）を読む会
　田原藩の残した藩政記録を読み、江戸時代
の人と暮らしに思いをめぐらします。

▶日時＝毎月第１・３・５土曜日／午後１時30分
～３時30分　▶場所＝崋山会館　▶講師=菊
地辰夫氏　▶受講料＝無料　▶申し込み＝電
話またはＦＡＸにて（ＦＡＸの場合は、住所・氏名・
電話番号を明記）

▶田原藩日記翻刻室☎ 36局６５０３
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◦田原市議会　生中継（予定）

10：00から終了まで

◦3/2月 代表質問、一般質問
◦3/3火 一般質問

※市議会ホームページでも生中継がご覧になれます。
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/gikai/

広報秘書課☎２2局0138

ティーズチャンネルで放送中
アナログ

ch6 デジタル
ch12

◦街角ネットたはら
放送日 内　容

～3/5木
渥美半島菜の花まつり・菜の花交流

フラワーバレンタイン企画

3/6金～3/19木
たはらエコフェスタ in 渥美

西鎌田古墳のご紹介

3/20金～4/2木
田原福祉専門学校　卒業式

鳥羽 VS 伊良湖 勝つのはどっち？

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。
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予
防
接
種
は
な
ぜ
必
要
な
の
？

▪
有
効
な
治
療
法
が
な
い
感
染
症
を
予
防 

  

麻
し
ん
な
ど
の
ワ
ク
チ
ン
が
つ
く
ら
れ

て
い
る
病
気
は
、
重
い
後
遺
症
を
残
す
な

ど
、
命
に
関
わ
る
重
大
な
感
染
症
で
す
。

現
代
の
医
学
で
は
有
効
な
治
療
法
が
な
い

た
め
、
つ
ら
い
症
状
を
和
ら
げ
る
な
ど
の

対
症
療
法
に
よ
る
措
置
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
十
分
な
治
療
法
が
な
い
か
ら
こ
そ
ワ

ク
チ
ン
で
感
染
を

防
ご
う
と
、
世
界

中
で
予
防
接
種
が

実
施
さ
れ
、
流
行

の
防
止
に
大
き
な

成
果
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

▪
予
防
接
種
の
利
点
は
？

  

最
大
の
利
点
は
、
子
ど
も
た
ち
を
有
効

な
治
療
法
が
な
い
感
染
症
か
ら
守
れ
る
こ

と
で
す
。
ま
た
、
対
象
者
の
90
％
以
上
の

お
子
さ
ん
が
接
種
で
き
る
と
、
集
団
免
疫

効
果
が
働
き
、
免
疫
不
全
な
ど
の
病
気
が

あ
っ
て
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
お
子

さ
ん
を
守
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

▪
予
防
接
種
で
注
意
す
べ
き
こ
と

　

接
種
後
に
副
反
応
が
生
じ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
副
反
応
と
は
、
体
の
中
で
免

疫
が
つ
く
ら
れ
る
際
に
起
こ
る
自
然
現
象

で
す
。
ワ
ク
チ
ン
は
安
全
性
を
考
慮
さ
れ

て
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
副
反
応
の
発

生
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
接
種
部
位

が
腫
れ
た
り
、
発
熱
し
た
り
す
る
な
ど
の

軽
微
な
症
状
で
あ
り
、
重
篤
な
症
状
が
起

き
る
こ
と
は
極
め
て
ま
れ
で
す
。

▪
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る
た
め
に

　

予
防
接
種
を
受
け
な
け
れ
ば
副
反
応
が

生
じ
る
可
能
性
は
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
が
、

重
大
な
感
染
症
に
か
か
る
可
能
性
は
ゼ
ロ

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
報
道
な
ど
で
重
篤
な

副
反
応
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
と
、
と
か
く

目
が
行
き
が
ち
で
す
が
、
感
染
症
を
発
症

し
、
重
症
化
し
た
場
合
の
可
能
性
と
比
較

す
る
と
、
予
防
接
種
を
受
け
て
お
く
利
点

の
方
が
よ
り
大
き
い

と
い
え
ま
す
。
接
種

可
能
な
時
期
に
早
め

に
接
種
し
て
、
お
子

さ
ん
の
健
康
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

市役所内
☎23局3515
あつみライフランド
☎33局0386

健康課

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　

月　日 当直医 電話番号

4月12日（日）
ふれあいばし診療所 ☎29局2500
伊藤歯科医院 ☎22局1104

4月19日（日）
あつみメディカルクリニック ☎24局2322
葉山歯科医院 ☎32局0038

4月26日（日）
菜の花内科クリニック ☎22局7777
おおかわ歯科 ☎22局4182

4月29日（水・祝）
昭和医院 ☎32局3749
まち眼科 ☎22局2710
青木歯科クリニック ☎33局1139

5月3日（日・祝）
かわせ小児科 ☎22局1230
きまた眼科 ☎23局1092
ふくしま歯科医院 ☎37局1182

5月4日（月・祝）
河合医院 ☎22局6133
木村歯科医院 ☎22局0404

月　日 当直医 電話番号

3月8日（日）
藤岡医院 ☎32局1515
杉の森皮ふ科クリニック ☎29局1112
鈴木歯科医院 ☎32局0239

3月15日（日）
第２国見医院 ☎23局2302
ヒラノ・デンタル・オフィス ☎22局6477

3月21日（土・祝）
岡田医院 ☎37局0001
藤井歯科医院 ☎45局2123

3月22日（日）
富永医院 ☎23局1316
杉の森皮ふ科クリニック ☎29局1112
かわい歯科 ☎24局0080

3月29日（日）
川瀬医院 ☎35局1511
渡辺歯科医院 ☎32局3561

4月5日（日）
永井医院 ☎22局0227
平野歯科医院 ☎22局0214

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

●インフォメーション
事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

離乳食教室（前期）
4 月   8日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６カ月児とその保護者　※予約制

離乳食講習と保育の話、歯の話など4 月 15日（水）  9：50 ～ 10：00 あつみライフランド

育児相談
4 月 10日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター 身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）

※母乳相談は生後６カ月まで（原則１回）4 月　6日（月）  9：00 ～ 10：30　 あつみライフランド
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図書館休館日

中央図書館  ☎23局4946 　 tosho@city.tahara.aichi.jp
よ  く  よ  む

3月 ▼2日月、９日月、13日金、16日月、23日月
　　　３０日月
4月 ▼6日月、10日金、13日月、20日月、27日月

●中央図書館
　一　般▶3月14日土～4月9日木  「今日を迎えに行く
　　　　　　　　　　　　　　　　～いのちの闘病記～」
　子ども▶2月14日土～4月9日木  「なかよし かぞく」

●赤羽根図書館
　一　般▶3月14日土～4月9日木  「いろいろ１００選」
　子ども▶3月14日土～4月9日木  「おわり　はじまり」

●渥美図書館
　一　般▶3月14日土～5月6日水  「杉浦明平さんイベント
　　　　　　　　　　　　　　　　記念展示」　
　子ども▶3月14日土～4月9日木  「もうすぐ新学期！」

◎工作教室「のぼり人形をつくろう！」

▼開催日時＝3月26日木午後2時～

▼場所＝中央図書館こどもしつ

▼対象＝小学生

▼定員＝20名（先着順）

▼ 申し込み＝３月６日金午前１０時～
電話または中央図書館カウンターに
て、本人または家族の方がお申し込み
ください。
▶問合せ先＝中央図書館☎23局4946

◎渥美図書館開館20周年記念事業
「明平さんとスローライフ」
渥美図書館の開館２０周年とリニューアルオープンを記
念し、杉浦明平さんをテーマにした座談会と展示を開催
します。この機会にぜひ、新しくなった渥美図書館にお越
しください。
◉展示「追跡！！明平さんの足跡　～人・本・農・食～」

▼開催期間＝3月14日土～5月6日水

▼場所＝渥美図書館杉浦明平寄贈図書室前ほか

▼内容＝関連本の展示ほか、明平作品に登場する食べ物
マップやレシピの紹介、ブックリスト・年譜の配布など

▼その他＝３月15日日開催の座談会の詳しい内容は、
図書館ホームページなどでご確認ください。
▶問合せ先＝渥美図書館☎33局1114

　さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナー
です。

Ｑ．平成１１年９月に出された「大学院の教員数」
に関する文部省の告示が見たい。

◎調べるキーワード
「告示」、「官報」、「文部科学省」

A．国の機関の告示は官報に掲
載されるため、官報全文を検索・
閲覧できる『官報情報検索サービス』で調べます。
　掲載日を平成１１年９月１日～３０日とし、「大学
院」「教員」のキーワードで検索すると、平成１１
年９月１４日（号外第１８１号）に、文部省告示第
１７５号「大学院に専攻ごとに置くものとする教員
の数について次のように定め…」と該当の記事が
みつかりました。
※データベースは、中央図書館インターネットコー
ナーで利用可能です。また、図書館では、官報
原紙を５年保存で所蔵しています。 
◎調べたツール
データベース『官報情報検索サービス』（国立印
刷局）【検索範囲】昭和 22 年 5 月３日～最新号

『暮らしの日本語辞典』
学研辞典編集部／編
学研教育出版　813.1/ ｸ

普段の生活の中に今も根付いている「日
本独特」の物事。身近にある「和」を
気軽に楽しめる一冊。

『ブルーインパルスの科学』
赤塚聡／著　　　
SB クリエイティブ　398.21/ ｱ 

大空を美しく舞うアクロバット飛行。
緻密に計算された飛行パターンを科
学的視点からイラストでわかりやす
く解説。
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◉親子リトミック
親子でリズムに合わせてからだを動かし
てみよう！
日時◦【首すわり～１歳半頃】3月6日金
午前10時30分～【１歳半頃～就園前】3
月10日火午前10時30分～
◉工作「おきあがりこぼし」
開催期間◦3月17日火～22日日
午後1時30分～
対象◦小学生以上
材料費◦10円

スポーツ課☎２３局3531

1

3

2
❶リラックスした状態で、
両腕を下に伸ばしたま
ま、上下に肩を動かす。

❷両腕を横に伸ばして、
腕を後ろに引かずに左
右の肩甲骨をグッと近
づけたり離したりする。

❸腕を前に伸ばしながら背
中を丸めて、腕を後ろに
引きながら胸を反らす。

※①～③を１０回程度繰
り返す。

肩甲骨をあまり動かさない生活をしていると、肩こりや五
十肩などの原因となり、肩への負担が大きくなってしま
います。朝出かける前や就寝する前のちょっとした時間
に肩甲骨を動かして肩の疲れを取るようにしましょう！

肩甲骨ストレッ
チで、肩こりや

五十肩予防！

78
Ｑ

「市民の声」紹介
　　　市内あちこちに菜の花畑が
あってとてもきれいですね。観賞
以外に活用できますか？

◉子育て講座ハグ
お子さんを遊ばせながらお気軽にどうぞ
日時◦3月18日水午前10時～
テーマ◦「生き方・くらし方 お手本はお
かあさん」
◉おはなしポケット
今日はどんなおはなしかな？
日時◦3月20日金午前10時30分～

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童センターだよりをご覧ください。
※小学校・保育園・幼稚園・市民館・福祉センター・子育て支援課にあります。
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

　田原児童センター☎23局4761

◉みんなの様子

◦利用対象：0～18歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
◦利用時間：午前9時30分～午後5時

3 月のお休み

3月2日月、9日月、16日月、
23日月、３０日月

◦お知らせ
市内の小学生以上の方を対象に、
緊急時連絡のための「利用登録」
を受付で行っています。
なお、児童センターでは
託児は行っていません。

◦

“だるまおとし“できるかな

       　　 菜の花には、食用
の種類もあり、見るだけでなく
食べることもできます。目でも口でも菜の花
をお楽しみください。

【菜の花のゆで方】茎の方から先にゆで、花を
後からゆでます。ゆで時間は、茎は2分、花は1
分です。

【菜の花のおひたし】材料（2人分）：湯通しした
菜の花の花の部分（8本）、だし汁大さじ8、薄
口しょうゆ大さじ1、みりん大さじ1、塩少々
作り方：①菜の花を一口大にカットする。②合
わせておいた調味料をかける。

【菜の花のベーコン巻】材料：湯通しした菜の
花（4本）、ベーコン2枚
作り方：①菜の花を約9センチにカットする。
②菜の花をベーコンで巻き、爪楊枝で止める。
③フライパンで焼く。
▶広報秘書課☎22局0138
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●人身10件（10件）
●負傷14人（14人）
●死亡0人（0人）
●物損111件（111件）

●火災2件（2件）
●救急256件（256件）

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

●侵入盗1件（1件）
●乗物盗5件（5件）
●非侵入盗10件　（10件）

※（　）内の数字は平成27年の累計

田原警察署だより 田原警察署　 23局０１１０

 1月

の今月　納税・使用料

3

納税は便利な
口座振替で

口座振替のお申し込みは・・・
お近くの金融機関・郵便局または税務課へ
お問い合わせは・・・

　 ▼税務課☎２３局３５０９
　　または☎２３局３５１０まで

◉田原署員の心意気を市民にアピール　

　１月５日の仕事始め式
において、佐原署長が署
員の仕事に対する心意気
を「臨（スピード）鈴（アイ
ディア）凛（プライド）」の
横断幕に表しました。
　市民の皆さんには、１月７日に
開催した感謝状贈呈式で、「安心安
全！たはらの心意気」という懸垂幕
を披露し、その後庁舎に掲げ署員の
意気込みをアピールしました。
　どちらの書も書道家一ノ瀬芳翠
先生が書いたもので、署員は書のご
とく「田原の安心安全」に邁進して行きます。

　

１
か
ら
５
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

田
原
市
お
よ
び
東
三
河
の
企
業
立
地

を
推
進
す
る
た
め
、「
平
成
26
年
度
田

原
市
企
業
○
○
○
懇
談
会
」
開
催
し
ま

し
た
。

２　

１
月
30
日
（
金
）、
愛
知
県
知
事
か

ら
許
可
を
受
け
、「
東
三
河
○
○
○
○
連

合
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

３　

救
急
救
命
士
の
処
置
拡
大
に
よ
り
、

低
血
糖
の
人
に
○
○
○
糖
溶
液
を
投
与

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

４　

3
月
18
日（
木
曜
）、
社
会
人
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
○
○
○
○
協
議
会
設
立
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
講
演
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
３
月
19
日
（
木
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
２
月
号
の
答
え
】
せ
つ
ぶ
ん
（
応
募
総

数
61
通
中
、
正
解
60
通
、
当
選
者
の
方
の

み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
寄
せ
ら
れ
た
ご

意
見
な
ど
は
、
関
係
各
課
へ
も
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。）
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●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
引っ越しによる水道の開始・中止の手続きを忘れずに

90.3%

平成16～25年度の
過去10年間の平均貯水率

平成26年度の貯水率

CＯＤ（㎎/ℓ）

赤潮が発生しやすい季節です。水をきれいに保つように心がけましょう。
●三河湾の水質調査結果

環境基準◎
馬草沖・渥美火力放水口
2mg/l以下

環境基準◎
三河港大橋・片浜沖
8㎎/ℓ以下

三河港大橋
片浜沖
馬草沖
渥美火力放水口

1

2

3

4
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「球」から連想できるい
ろいろなボールと道具を
組み合わせて、デザイン
することができました。

評 評
く る み

開花を楽しみに待ちなが
ら、毎日アサガオに水や
りをしていた胡桃さん。
喜びを表現できました。

評 起震車に乗った時の様子を細かく丁寧に
描けました。

き　しん しゃ　　  の　　　　　とき　　  よう  す　　  こま　　　　てい ねい

評輪ゴムと毛糸を使って素敵な髪飾りとアーム
バンドができましたね。

わ　　　　　　　  け  いと      つか　　　　  す  てき　　  かみ かざ

水彩画 水彩画

和地小学校1年

小久保胡桃 さん

揺れてびっくりしたけど、机の
下にもぐれたよ。

 

赤羽根保育園

鈴木縁史くん（6歳）

毛糸で色々なものができて
楽しかったよ。

赤羽根保育園

鈴木律花 ちゃん（6歳）

ゆ

した

つくえ

 えに　　し

細井
　園子
 先生

 け いと　　　いろ いろ
　　　　　

たの　　　　　

和地小学校5年

葉山直太朗くん
なお　 た    ろう

 り　っ　か

か

本誌は再生紙を使用しています。

64,622人　総人口

32,643人　男性

31,979人　女性

21,895世帯世帯数

45人出生 83人死亡

105人転入 147人転出

-80人増減

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１88.81km2

（平成27年2月1日現在）

※増減は1月中です

本誌は再生紙を使用しています。

▼
全
校
生
徒
が
ク

ラ
ス
対
抗
で
競
う

長
縄
大
会
。応
援

や
数
え
方
、掛
け

声
な
ど
ク
ラ
ス
ご

と
に
工
夫
し
て
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
出
そ
う
と
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。長
縄
は
、回
す
人
と
跳
ぶ

人
と
の
連
係
プ
レ
ー
で
す
。一
人
だ

け
跳
べ
て
も
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

次
の
人
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、さ
っ

と
抜
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。た
か

が
長
縄
で
す
が
、見
て
い
る
と
普
段

の
生
活
で
大
切
な
気
配
り
や
連
帯
感

を
養
う
こ
と
が
で
き
る
と
感
じ
ま
し

た
。自
分
が
よ
け
れ
ば
そ
れ
で
い
い

と
い
う
考
え
で
は
、長
縄
は
跳
べ
な

い
、そ
し
て
学
校
生
活
を
楽
し
く
送

れ
な
い
こ
と
を
子
ど
も
達
は
肌
で
学

ん
で
く
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。（
Ｏ
）

▼
な
ぜ
か
長
縄
の
練
習
の
時
だ
け
は

ク
ラ
ス
全
体
に
独
特
の
緊
張
感
が
漂

い
、団
結
し
て
取
り
組
ん
だ
小
学
生

の
頃
。今
で
は
な
か
な
か
味
わ
え
な

い
、懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。（
Ｈ
）

【
表
紙
の
写
真
】田
原
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部
小
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長
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